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分担研究報告書 

 
 

生活・療養環境による要望特性に応じたがん情報提供・相談支援体制の在り方： 
地域ニーズの検証と活性化人材の育成と普及に関する研究 

- がん医療情報提供・相談支援に関わる地域差と地域ニーズの検討 - 
 

研究分担者 研究分担者 調  憲  群馬大学大学院医学系研究科肝胆膵外科・教授 
 
研究要旨 
がん対策推進基本計画の重要施策の一つである「がんに関する相談支援と情報提供」
は、がん相談支援センターの低い認知度、施設間や地域間格差などにより十分に機
能していない。本研究では、地域の情報提供・相談支援体制を効率化するために不
可欠な人材の育成を通じて、相談支援・情報提供体制の在り方を考え療養を含めた
地域情報づくりモデル等を提案する。群馬県は少子高齢化がすすんだ過疎の地域を
抱えており、全国の地方都市のモデル地区として有用と考えられ、地方においては
がん患者やその家族はがん治療に関する情報はもちろんのこと介護や療養に関す
る情報提供が重要になってくる。本年度は、がん医療情報提供・相談支援に関わる
地域差と地域ニーズを抽出するため、群馬県において聞き取り調査を実施し、地域
特性があることを明らかにするとともに、情報提供体制に関するアンケート調査に
よる地域ニーズの抽出への協力と情報提供・相談支援のための人材育成に関する活
動を行った。人材養成に関しては、群馬県からがん医療ネットワークナビゲーター
制度におけるシニアナビゲーター計8名を輩出、養成制度新規参加者19名を得た。
また、「ナビゲーターへのアンケート調査」に協力し、今後の展開における課題を明
らかにした。 

 
 
Ａ．研究目的 
1) 生活圏で異なる多様なニーズに対応し、
求められるものへと正確につなぐ＜地
域完結型情報提供・相談支援体制＞の
確立を目指す。その前提として必要と
される「がんの情報提供や相談支援に
関する地域のニーズや問題点」を明ら
かにする。とくに群馬県は少子高齢化
の進んだ過疎地域を抱えており、その
地域事情にそくしたがん医療に関する
情報の提供体制を構築する必要がある。 

2) 地域の情報提供・相談支援体制とこれ
を補強する人材養成プログラムとを検
証し、地域ニーズの抽出に基づく相談
支援・情報提供体制の在り方、これを効
率化する人材の育成と介入モデル、介
護・療養を含めた地域情報提供モデル
等を提案する。 

 
B. 研究方法 
1) がん医療情報提供・相談支援に関わる
群馬県においてがん診療連携（拠点）
病院を中心に、聞き取り調査等を実施
し、地域ニーズを抽出、地域差、特性
の有無とその内容を明らかにする。 

2) がん診療連携拠点病院の相談支援セン
ター/地域統括相談支援センター/医
療・ケアネットワーク等を対象として

アンケート調査を行う。 
3) がん医療ネットワークナビゲーター
（以下、がんナビと略す）養成プロジ
ェクト（H26-がん政策-一般-007）で
モデル事業の対象県である群馬県にお
いて、養成のためのシステム作りを模
索し、さらに養成したがんナビの活躍
の場を提供できる体制を構築する。 

 
（倫理面への配慮） 
本研究では介入試験は行わないが、モデル
事業における評価は疫学研究の対象になる
と考えられ、「人を対象とする医学系研究に
関する倫理指針」を遵守してこれを行う。 
 
Ｃ．研究結果 
1) がん医療情報提供・相談支援に関わる
地域差と地域ニーズを抽出するため群
馬県において聞き取り調査を実施し、
地域特性があることを明らかにした。 

2) 頻回の会議やメール審議の議論に参加
し、アンケート調査を完成した。群馬県
における病院・診療所・地域統括センタ
ー・訪問看護ステーション・居宅介護事
業所・訪問看護事業所・訪問介護事業
所・保険著剤薬局・市町村の窓口・保健
所・公共図書館・患者会などのリストア
ップを行った。群馬県 298 施設へアン
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ケートを送付した。その結果、121施設
から回答を得た（回収率 40.6％）。その
結果の詳細は、分担研究者である渡邊
清孝医師により報告される。 

3) 群馬県におけるがん情報提供・相談支
援に関わるがんナビの育成とフォロー
を行った。群馬県において、がん医療ネ
ットワークナビゲーター制度における
シニアナビゲーター計 8 名を輩出、養
成制度新規参加者 19 名を得た。また、
資格を取得したがんナビのメンバーと
メールで連絡しあえる体制をつくった。 

4) がんナビの制度委員長としてがんナビ
の全国普及のために連絡を行った。日
本癌治療学会におけるがんナビ養成の
ための多くの会議に出席し、意見を述
べた。 

 
Ｄ．考察 
研究の背景には、がん対策推進基本計画
の重要施策の一つである「がんに関する相
談支援と情報提供」は、がん相談支援センタ
ーの低い認知度、施設間や地域間格差など
により十分に機能していないとされる。現
在のがん診療連携拠点病院における情報提
供・相談支援に関わる人員配置の現実は
年々高まるニーズに対応するには不十分で
あり、がん拠点病院からの周知活動にも限
界がある。さらに群馬県における少子高齢
化のすすんだ過疎地域ではがん患者の高齢
化や独居など、特有の問題を抱えているも
のと考えられる。がん拠点病院からの物理
的な距離のみならず、独居の高齢者や介護
を要する高齢がん患者が適切な情報を得て、
適切な福祉を享受することは容易ではない。
しかしながら、そのような実態を明らかに
する調査は行われていなかった。今回のア
ンケート調査は病院・診療所・地域統括セン
ター・訪問看護ステーション・居宅介護事業
所・訪問看護事業所・訪問介護事業所・保険
著剤薬局・市町村の窓口・保健所・公共図書
館・患者会などがん診療に関わる可能性の
ある施設に幅広く行われたため、全く新た
な情報のニーズが明らかになる可能性があ
る。 
適切ながんに関する情報を入手すること
を円滑に行うためには、市井にあってがん
の情報提供や相談支援への手助けができる
人材の育成が急務であり、この点に本研究
の最大の意義がある。そのための活動は、地
域間の大きな実情の差を考慮しながらも、
全国展開をしていかなければならない。 
 一方で、がんナビが養成された場合には、
その活動をフォローしていくことは重要で
ある。さらに、その活動の質を維持するため
には、がん診療連携拠点病院のがん専門相
談員との定期的な交流が必要不可欠である

と考える。それは、がんナビの相談相手の確
保や実際のがん患者のがん相談支援センタ
ーへのアクセスの橋渡しにも必須の要件で
ある。このためには、がん診療連携拠点病院
側の理解を求めていくことが、がんナビ養
成の全国展開には必要であることを意味し
ており、現在制度の拡充を図っているとこ
ろである。 
 
Ｅ．結論 
本研究の目的を達するためには、まず地域
ニーズを抽出し、地域特性に応じた情報提
供・相談支援体制の構築モデルを確立する
こと、また、これを円滑に機能させるための
人材、がんナビを全国へ展開すること、そし
てがん診療連携拠点病院との密接な連携が
必要である。地道な作業であっても、がん対
策推進基本計画の達成のためには、本研究
のような活動は継続していく必要があると
考える。 
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